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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・水質などの環境計測を通じ、人為由来・自然
由来を問わず水質汚濁の原因究明を目指してい
る分野、金属元素の化学状態別分析法を必要と
している分野。

海水中に存在している sub-ppb レベルの
Fe(II)、Fe(III)、Cr(III)、 Cr(VI)の酸化状態別定量
法開発や、これら分析法のオンサイト化に取り
組んでいます。
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採水地点 Fe(II)
(mg dm-3)

Fe(III)
(mg dm-3)

粟島 １ 0.67 0.95

粟島 ２ 0.57 3.06

粟島 ３ 0.56 1.04

粟島 ４ 0.59 3.11

粟島 ５ 0.87 1.97

粟島 ６ 0.46 2.22

粟島 ７ 0.57 0.90

採水地点 Fe(II)
(mg dm-3)

Fe(III)
(mg dm-3)

佐渡 １ 0.64 2.91

佐渡 ２ 0.69 1.64

佐渡 ３ 1.07 4.03

佐渡 ４ 0.67 2.96

佐渡 ５ 0.45 2.28

佐渡 ６ 0.88 5.33

佐渡 ７ 0.62 4.17

新潟市 １ 0.31 2.45

新潟市 ２ 0.61 2.05

新潟市 ３ 0.54 1.67

2)

2)磯焼けの顕著な海域はFe(III)濃度が高い。

1)粟島は磯焼けが顕著で、佐渡は沖合で磯
焼けが観測されている。番号はサンプリ
ング海域が異なることを示す。

3)河口に近い海域→ Feは河川から供給される可能性。

表１ 粟島，佐渡の沿岸海水中の酸化状態別Fe濃度の分析値１）
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Fe(II)よりもむしろ海水中に高濃度で溶存しているFe(III)
の方が、藻場の生育に利用されている可能性が高い。

図１ 磯焼けした藻場（左）と健全な藻場（右）。右の図では藻場が
衰退し石灰藻化が始まっている。藻場の再生には長い期間が必
要となる。
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藻場の磯焼けと、海水中の溶存鉄化学種濃度
との関連についての研究

近年、沿岸域における「磯焼け」が漁業に深刻
な被害を与えています。磯焼けの発生には多くの
原因が考えられていますが、海藻の生育に必要な
鉄濃度の減少もその一つに挙げられている。とこ
ろが、磯焼けや藻場の回復に関与する海水中の溶
存鉄化学種については、その酸化状態さえも明ら
かにされていません。その最大の要因は、海水中
に存在する溶存鉄化学種の化学状態別定量の困難
さです。
我々は、Fe(II)-フェナントロリン錯生成系を固
相分光法（SPS法）に適用することで、海水中に
存在するsub-mg dm-3レベルの溶存Fe(II)、
Fe(III) に関して、正確さの高い酸化状態別定量法
を確立しました。さらに、この方法を用いること
で、試料を採取したのち、定量に供するまでの試
料溶液中の溶存鉄化学種の酸化状態の変化につい
ても詳細に検討し、海水試料の採取・保存法に関
する最適化も行いました。磯焼けの顕著な沿岸域
と磯焼けの観測されない沿岸域において採取・保
存した試料に対して、今回新たに構築した酸化状
態別定量法を適用することにより、藻場の生育に
必要な鉄化学種の化学形態についても検討を行っ
ています。
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